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No.27社会福祉法人

愛知県社会福祉協議会

※新たに子ども食堂を開設される方も対象となります。

９月号

【とうあいほかほか子ども食堂】
住 所：名古屋市瑞穂区豊岡通1丁目1番地 天理教東愛大教会 東館

電 話：０５２－８５３－２６２２

(呼び出しで「子ども食堂担当者をお願いします」と伝えてください)

🌸活動について🌸

〇子ども食堂：毎月不定期 土曜日or日曜日 11：30～13：00

〇フードパントリー：不定期で支援品パントリー

〇学習支援：毎週土曜日or日曜日 10：00～12：00

「とうあいほかほか子ども食堂」は、代表の西様が昨年度まで東愛保育園園長であった

つながりから、園児と卒業生が参加者の大方を占めていましたが、徐々に園関係者以外の

方にも広まっています。現在は、子ども食堂では保育園児と小学生が半々で、パントリー

や弁当では数としては倍以上の参加者がいらっしゃいます。

顔見知りの方がだんだんと増え、家庭の様子をお話ししてくれるお母さんがいらっ

しゃったり、子ども同士が仲良く遊んだりと和やかな雰囲気で過ごしています。
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陽気に楽しく仲良く♪

～笑顔が広がる居場所づくり～

2024

取り組みの本来の目的は、食の支援を糸口に、子育てや家庭事情に困っている方々の拠り所となれるよう

に活動していくことですが、参加者枠はそこに留まらず、たくさんの親子に参加していただくことで、楽

しく人とのつながりを感じられる居場所になっていくことです。

（とうあいほかほか子ども食堂 代表 西さとよ）

今回は、とうあいほかほか子ども食堂代表の西さとよ様にお話を伺いました。

とうあいほかほか子ども食堂は、子どもを取り巻く社会情勢に対して助けを求めている方にもっと踏

み込んで寄り添っていきたいという西様の思いから、2019年10月より始まりました。運営母体である天

理教東愛大教会の施設を借りて、子ども食堂やフードパントリー、学習支援を実施しています。

子ども食堂

毎月不定期

土曜日or日曜日

11時半～13時

学習支援

毎週土曜日or日曜日 10時～12時

参加する児童が学習したい教科を持ってきて

取組みます。教職経験のあるスタッフなどが

寄り添い、学習を支援します。

映画会

夏休みや冬休みに、大きな

プロジェクターに映画を映

し出し、鑑賞します。

フードパントリー

不定期

1）フードバンク愛知、

バロー、地域の方からの

支援品をパントリー。

（2～3か月に1～2回）

ボランティアの方の年齢は問いません。現在は近隣より市外からお越しの方が多く、近隣の方や学生ス

タッフ、若手の方も募集中です。ボランティアの方々は、「人のために」という目的を共にし、一緒にいる

だけでも楽しい、とても雰囲気のいいメンバーが集まっています。受け入れ姿勢は常に笑顔で明るく挨拶は

しっかりと。参加者が喜んでくださることを考えて取り組んでいます。また、食べ物を扱うので、清潔な環

境で調理を心掛け、バランスと彩りのよい美味しいメニューを提供しています。

2）ピザーラ、餃子の王将

からピザやお弁当をパン

トリー。

（年に2回ほど）

実施の案内、内容はホームページ

（https://toai-codomo.jp/）に

記載し、利用者にはラインで連絡

しています。

ホームページはこちら⇨
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TEL：０５２-２１２‐５５０４

〒461-0011 名古屋市東区白壁1-50愛知県社会福祉会館２階

FAX： ０５２‐２１２‐５５０５ Eメール： info@aichivc.jp
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問合せ先

愛知県社会福祉協議会ボランティアセンター内

受付期間

情報提供待ってます♪

子ども食堂新規開設者

第１回目申請期間

夏休みフェスティバルを開催します！
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〇学習支援：毎週土曜日or日曜日 10：00～12：00

『シェイクアウト訓練』 を知っていますか？
世界最大規模の地震防災訓練

シェイククアウト訓練は、突然の地震の揺れから身を守るための

安全確保行動「まず低く、頭を守り、動かない」を身につけるため

の訓練です。地域において指定された日時に、この安全確保行動を

約1分間いっせいに実施するのが基本で、だれでも、どこでも手軽

に参加できます。

シェイクアウトは、アメリカのカリフォルニアで地震研究機関等が2008年に提唱し、始まった地震防災訓

練の名称です。

(提供)効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議

また、いつ、どこで起きるか分からない地震の揺れから身を守るためには、とっさの安全確保行動だけで

なく、日頃からの家具の固定や避難経路の安全チェック、家族の安否確認などのプラスワン訓練を併せて行

うことでより効果的な訓練になります。

8月8日には、日向灘を震源とする地震発生に伴い、気象庁が初めて南海トラフ地震臨時情報(巨大地震注意)

を発表しました。愛知県では、南海トラフ地震が起きた場合、震度7が予測されている地域もあります。いざ

という時にすばやく反応するためには練習を積み重ねることが大切です。ぜひ、シェイクアウト訓練に参加し

てみてはいかかでしょうか。

シェイクアウトの詳細は、日本シェイクアウト提唱会議事務局の

公式ホームページ（https://www.shakeout.jp）をご覧ください。

株式会社八神製作所様からあいち子ども食堂応援ステーションへ

災害備蓄品をご寄贈いただきました。

㈱八神製作所様から、災害備蓄品のクッキー20箱、パン30箱をご寄贈いただきました。

いただいた寄贈品は、「あいち子ども食堂応援ステーション(※1)」２か所へ分配し、㈱

亀忠様に配送にご協力いただきました。

たくさんのご寄贈をいただいた㈱八神製作所様、配送にご協力

いただいた㈱亀忠様に感謝申し上げます。

(※1) 企業等から提供を受けた食材を一時的に保管し、近隣地域の子ども食堂に

配布する機能を有する各地域の拠点。


